
しながわがくげい 
【がんばったね①・・・】 

 運動会が終わり、秋の遠足も済み、いよいよ「遊戯会」が 2学期最後

の行事となりました。まつ組、ばら組、すみれ組の子どもたちは、今、

練習に集中して取り組んでいます。音階を口ずさみながら楽器を演奏した

り、体全体を使ってリズムをとったりと、担任の指示を聞きながら練習し

ています。まつ組の演奏にはアコーディオンが入ります。アコーディオン

はご存じのように、蛇腹を開いたり閉じたりしながら演奏する楽器です。

子どもたちはつい最近アコーディオンを持ったばかりなのに、演奏ができ

るようになってきました。子どもの力は素晴らしいなと改めて感じていま

す。ばら組の演奏は鍵盤ハーモニカを使います。吹き口を付けて、縦に持

って演奏します。横にして鍵盤を見て演奏するのとは違い、鍵盤の位置が

見えません。真剣に練習する姿を見て、遊戯会への期待が膨らみました。

年少は、学級閉鎖もあり、なかなか全員がそろっての練習ができませんで

した。それでも、少人数ながら出し物の練習にしっかり取り組めました。 

 何はともあれ、１２月１３日（土）の「遊戯会」、どうぞご期待くださ

い。 

【がんばったね②・・・】 

 １１月２８日（金）から始まっている「幼児画展」に向け、作品作りを

しました。「山の音楽家」を題材として、それぞれの学年が工夫を凝らして

仕上げました。「遊戯会」の練習をしながら作品作りをしたり、インフルエ

ンザなどの病気で欠席が多かったりと、作品作りには多くの困難がありま

したが、子どもたちは、各担任の指導の下しっかり取り組むことができま

した。すみれ組の子どもたちは、周りの花を作りました。ばら組の子ども

たちは、歌を歌っている子どもたちを作りました。まつ組の子どもたち

は、演奏する動物たちを作りました。作品の一部を載せましたが、どうぞ実物をご覧ください。 

 

はやっています・・・ 

 今年も品川区保健所の方からお話を伺う機会がありました。品川区内保育園の感染症の集団発

生の状況等についてです。１１月までで、インフルエンザが突出して多いそうです。昨年の同時

期には手足口病が流行していましたが、今年はインフルエンザの６分の 1程度だそうです。園で

もインフルエンザにかかる園児が出てきました。インフルエンザの対策のポイントは、 

〇こまめな手洗い 〇着用が効果的な場面でのマスク着用 〇休養・栄養・水分補給   

〇咳エチケット 〇適度な室内加湿・換気 〇ワクチン接種（かかりつけ医と相談） 

〇人混みへの外出を控える  

だそうです。遊戯会もあるので、インフルエンザをはじめ、冬場にはやる感染症にか

からないように園でも注意を払っていきます。ご家庭でも子どもたちの体調管理をよ

ろしくお願いいたします。 
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 音階を口ずさんで 

 １２月 指導のねらい 

 

すみれ組 

〇友達と一緒に音楽に合わせて表現することを楽しむ。 

 

ば ら組 

 〇見たことや感じたことを様々な方法で表現する楽しさを味わう。 

 

ま つ組 

 〇伸び伸びと表現することの楽しさを味わい、自信をもって発表する。 

 

 

講師による指導（１２月） 

器楽指導  渡辺 正明先生   まつ組 

英語指導  ロス ビトナー先生   ばら組  まつ組  

体育指導   櫻井 由香先生      ばら組    

                  

お知らせ 

「給食体験（まつ組）」 

     １２月９日（火）に、宮前小学校との交流で給食をいただけることになりました。宮前小学

校の１年生、２年生と交流します。当日は小学校の子どもたちが配膳の仕方を教えてくれる

そうです。献立は何でしょうか。楽しみですね。費用は一人３３０円です。園児数分をお願

いするので、当日欠席でも返金できません。ご了承ください。１２月の保育料と合わせて引

き落としをさせていただきます。 

             しながわがくげい  １２月 師走（しわす）の短歌 

 気が付けばもう 12月、カレンダーも残り一枚となりました。2学期も締めの月となりました。暑い 9月の始

業式から４か月、あっという間の２学期だった気がします。 

 

        冬の空 針もて彫し 絵のやうに 星きらめきて 風の声する （与謝野晶子） 

   

        くれて行く 年の道さえへ みゆるかと おもふばかりに てる月夜かな （樋口一葉） 

 

言問はば ありのまにまに 都鳥 みやこのことを 我に聞かせよ （和泉式部） 

 

わがめづる 庭の小松に このあした 初雪ふれり 芝の小松に （伊藤左千夫） 

 

湯たんぽを 机の下に置きながら けふの午前を しづかに籠る （斎藤茂吉） 


